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今
回
は
夏
本
番
を
前
に
、
水
道
を
特
集
。

六
月
が
「
環
境
月
間
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
水
と
環
境
」
の
話
も
交
え
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な

か
実
践
で
き
な
い
環
境
へ
の
取
り
組
み
。「
洗

た
く
に
は
風
呂
の
残
り
湯
を
使
う
」
と
か
、

「
車
は
バ
ケ
ツ
洗
い
で
行
う
」
な
ど
小
さ
な

心
が
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
身
近
に
で
き

る
こ
と
を
自
分
な
り
に
見
つ
け
て
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
職
場
で
は
六
月
十
二
日
か
ら
「
ク
ー
ル
・

ビ
ズ
」
を
実
践
中
で
す
。
こ
れ
は
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
や
軽
装
で
勤
務
す
る
こ
と
で
エ
ア
コ
ン

の
温
度
設
定
を
高
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
い
で
い
こ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。
九
月
ま
で
職
員
は
軽

装
で
勤
務
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

（
Ｙ
）

前
号
の
広
報
京
丹
波
（
第
七
号
、
五
月
十
五

日
発
行
）
の
十
ペ
ー
ジ
、「
各
種
団
体
の
設
立
」

京
丹
波
町
婦
人
会
の
副
会
長
／
小
田
喜
子
さ

ん
（
本
庄
）
は
、
庶
務
／
小
田
喜
子
さ
ん
（
本
庄
）

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

編
集
後
記

人口 17,758 (－22）
男 

8,446 （－ 8）
女 

9,312 （－14）
世帯数 6,507 （＋ 5）

わたしたちの町

6月1日現在／（　）は前月比

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

　５月３０日、須知幼稚園で行われた「動物ふれ
あい教室」では、子犬やウサギとふれあう園児
たちのあどけない笑顔が、あふれていました。

「
お
客
様
が
安
全
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

「
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
わ
ち
」
の
管
理
人
を
務
め
て
い
る

大
田
輝
夫
さ
ん
だ
。

ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
わ
ち
は
、
コ
テ
ー
ジ
や
研
修
棟
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
備
え
た
宿
泊
施
設
で
、
都
市
住

民
に
和
知
の
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、

地
元
住
民
と
の
交
流
を
育
み
、
地
域
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
旧
和
知
町
が
下
粟
野
区
に
建
築
。

平
成
八
年
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
以
来
、
和
知
の

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
の
ん
び
り
と
余
暇
を
過

ご
せ
る
場
所
と
し
て
町
内
や
京
阪
神
か
ら
訪
れ
る
家

族
連
れ
な
ど
に
親
し
ま
れ
、
こ
の
ほ
ど
来
場
者
が
四

万
人
を
突
破
。
施
設
も
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

施
設
の
運
営
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
下
粟
野
区

民
で
つ
く
る
「
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
わ
ち
管
理
委
員
会
」

（
榎
本
藤
雄
委
員
長
）
が
行
い
、
同
委
員
の
大
田
さ
ん

が
管
理
人
と
し
て
日
々
の
施
設
管
理
に
あ
た
っ
て
い

る
。「
ど
う
し
た
ら
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
か
、
こ
れ
ま
で
委
員
会
で
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
」
と
大
田
さ
ん
。
家
族
連
れ
が
多
い

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
ア
マ
ゴ
つ
か
み
や

農
作
物
の
収
穫
体
験
な
ど
色
々
と
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
、
委
員
全
員
が
協
力
し
て
よ
り
よ
い
施
設
運
営
に

汗
を
流
し
て
き
た
と
い
う
。

大
田
さ
ん
が
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
「
お

客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。「
お
客
様
に
心

安
く
声
を
か
け
、
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
大
田
さ
ん
。「
色
ん
な

お
客
様
と
出
会
い
、
話
を
す
る
の
が
わ
た
し
の
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
す
」
と
や
さ
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

大
田
さ
ん
の
気
さ
く
で
大
ら
か
な
人
柄
は
、
ウ
ッ
デ

ィ
パ
ル
わ
ち
の
魅
力
で
も
あ
る
。「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
今

年
も
来
た
で
」
と
、
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
が
増
え
て

い
く
の
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と
話
し
て
く
れ
た
。

「
お
客
様
に
、
楽
し
い
休
日
の
ひ
と
と
き
を
気
持

ち
良
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
」
と
、
園
内
の

掃
除
や
こ
ま
め
な
草
刈
り
な
ど
施
設
の
美
化
に
も
余

念
が
な
い
。

も
う
す
ぐ
夏
。
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
の
季
節
が
や
っ
て

く
る
。「
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く
な
り
ま
す
よ
」
と
、

そ
よ
風
が
舞
う
園
内
を
見
渡
し
な
が
ら
大
田
さ
ん
が

話
し
た
そ
の
と
き
、
宿
泊
予
約
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

ふだんからの心がけは
お客様とのコミュニケーション
大田輝夫さん（６８歳）　下粟野
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蛇口をひねると、いつでもきれいな水が流れ出てくる水道。
生活の一部として使い、蛇口の向こうがわをあまり気にとめることもありません。
今回の特集では、ライフラインの柱である水道について
みていくとともに、生命の源として、わたしたちの暮らしに
なくてはならい大切な「水」について考えてみましょう。

慢
性
的
な
「
水
」
不
足
が

町
の
発
展
を
制
約

丹
波
地
区
（
旧
丹
波
町
の
区
域
）・
瑞
穂
地
区

（
旧
瑞
穂
町
の
区
域
）
は
、
丹
波
高
原
の
分
水
嶺

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
生
活

用
や
産
業
用
の
「
水
」
が
十
分
に
確
保
で
き
ず
、

ま
ち
の
発
展
は
大
き
な
制
約
を
受
け
て
き
ま
し

た
。と

く
に
生
活
用
水
に
お
い
て
は
、
以
前
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
苦
労
し
て
掘
り
当
て
た
個
人
対

応
の
井
戸
な
ど
で
確
保
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
と
と
も
に
人
び
と
の

生
活
様
式
が
大
き
く
変
化
し
、
水
需
要
の
増
加

や
衛
生
志
向
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
個
人
対
応

の
井
戸
な
ど
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
旧
丹
波

町
・
旧
瑞
穂
町
は
そ
れ
ぞ
れ
簡
易
水
道
事
業
に

着
手
。
昭
和
二
十
九
年
、
戸
津
川
簡
易
水
道
（
旧

瑞
穂
町
）
を
先
駆
け
に
、
昭
和
六
十
一
年
の
鎌

谷
奥
簡
易
水
道
（
同
）
の
完
成
ま
で
、
旧
両
町
で

二
十
一
の
簡
易
水
道
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
。簡

易
水
道
を
統
合
整
備

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
旧
丹
波
町
・
旧

瑞
穂
町
の
各
地
で
大
規
模
な
住
宅
団
地
の
整
備

が
進
み
ま
し
た
が
、
両
町
の
簡
易
水
道
施
設
は

小
規
模
で
の
運
営
の
集
合
体
で
あ
り
、
住
宅
団

地
へ
新
規
給
水
が
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
、
下
水
道
の
整
備
や
生
活
が
豊
か
に
な

り
、
一
人
当
た
り
の
使
用
水
量
も
大
幅
に
増
加
。

旧
両
町
の
水
道
供
給
能
力
は
限
界
に
達
し
、
渇

水
期
に
は
た
び
た
び
、
時
間
給
水
や
断
水
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。（
表
１
参
照
）

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
八
年
度
、
下
山
地
内

に
京
都
府
営
ダ
ム
事
業
の
第
一
号
と
し
て
「
畑

川
ダ
ム
」
建
設
着
工
の
採
択
を
受
け
、
永
年
の

悲
願
で
あ
っ
た
新
規
水
源
の
確
保
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
、
平
成
九
年
六
月
、
両
町
の
水
道

事
業
の
設
置
、
管
理
お
よ
び
経
営
に
関
す
る
す

べ
て
の
事
務
を
共
同
で
整
備
す
る
一
部
事
務
組

合
「
丹
波
町
・
瑞
穂
町
水
道
事
業
組
合
」（
現
水

道
課
）
を
設
立
。
畑
川
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る

新
規
水
源
の
確
保
と
と
も
に
、
両
町
の
水
道
施

設
の
統
合
整
備
を
実
施
し
、「
水
道
水
の
安
定
供

給
」
と
「
未
給
水
区
域
の
解
消
」
の
二
点
を
目
的

に
「
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
」
に
着
手
し
ま

し
た
。

将
来
に
わ
た
る
水
の

安
定
供
給
を
め
ざ
し
て

現
在
、
旧
丹
波
町
・
旧
瑞
穂
町
の
区
域
で
進

め
て
い
る
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
は
、
平
成

十
年
度
に
計
画
事
業
費
約
一
六
八
億
円
で
ス
タ

ー
ト
。
こ
れ
ま
で
に
新
規
水
源
と
し
て
下
山
取

水
場
と
水
原
取
水
場
を
確
保
し
、
平
成
十
六
年

九
月
に
は
畑
川
浄
水
場
と
水
原
浄
水
場
の
二
つ

の
新
浄
水
場
の
通
水
を
開
始
。
住
宅
団
地
な
ど

多
く
の
未
給
水
区
域
へ
の
給
水
が
可
能
な
状
態

へ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

現
在
の
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
事
業
費

ベ
ー
ス
で
約
六
四
％
。
国
や
府
の
補
助
金
、
起

債
（
借
金
）
な
ど
を
財
源
に
、
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

安
全
で
お
い
し
く
、
安
心
し
て
飲
め
る
水
を

町
民
の
皆
様
に
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
供
給
し

て
い
く
た
め
、
現
在
、
京
都
府
に
よ
り
建
設
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
畑
川
ダ
ム
」
を
主
水

源
と
し
た
統
合
簡
易
水
道
事
業
の
一
日
も
早
い

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
集
・
水
道

蛇
口
の
向
こ
う
が
わ

丹
波
・
瑞
穂

地
区
の
水
道

畑
川
ダ
ム
は
、
由
良
川
水
系
高
屋

川
の
支
川
畑
川
の
下
山
地
先
に
多
目

的
ダ
ム
と
し
て
建
設
す
る
も
の
で
、

高
屋
川
総
合
開
発
の
一
環
を
な
す
も

の
で
す
。
京
都
府
で
は
、
こ
の
畑
川

ダ
ム
を
治
水
対
策
と
併
せ
て
、
地
域

の
生
活
用
水
の
確
保
を
目
的
と
し
た

「
生
活
関
連
ダ
ム
」
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

ダ
ム
の
形
式
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ダ
ム
。
高
さ
三
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
、

総
貯
水
容
量
二
〇
六
万
立
方
メ
ー
ト

ル
、
有
効
貯
水
容
量
一
六
二
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
洪
水
調
節
、
流
水
の

正
常
な
機
能
の
維
持
お
よ
び
水
道
用

水
の
供
給
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

同
ダ
ム
が
完
成
す
る
と
、
旧
丹
波
町
・

旧
瑞
穂
町
の
区
域
の
水
道
水
と
し
て

新
た
に
、
一
日
あ
た
り
五
千
立
方
メ

ー
ト
ル
が
供
給
さ
れ
る
予
定
で
す
。

由
良
川
水
系
高
屋
川
総
合
開
発
事
業 

畑
川
ダ
ム
の
概
要

わちエンジェル

【図1】丹波・瑞穂統合簡易水道施設の分布図
（平成16年12月現在）

【表１】渇水被害の状況
発生時期

昭和６１年１０月

昭和６２年１０月

昭和６３年１１月

平成２年８月

平成６年８月

平成１２年８月

取水制限などの状況

１７日間の給水制限
旧丹波町：断水５時間
旧瑞穂町：断水延べ１４４時間

１日間の給水制限

３５日間の給水制限

４８日間の給水制限

６６日間の給水制限
旧丹波町：断水延べ８時間
旧瑞穂町：断水延べ４８時間

２６日間の給水制限

特集・水道

蛇口の向こうがわ

畑川ダム建設現場（下山地内）

至綾部市

至福知山市

至篠山市

至篠山市
至京都市

既給水地

未給水分譲地

浄水場

配水池

至舞鶴市

至京都市

京都縦貫道

173

173

173

9

9

27

9

9

水原浄水場
畑川浄水場

畑川集水場

下山取水場
畑川ダム
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和
知
地
区
の

水

道水 道 水 が
各 家 庭 に
届 く ま で

施
設
の
老
朽
化
と

生
活
水
準
の
変
化

和
知
地
区
（
旧
和
知
町
の
区
域
）
で
は
、
由

良
川
な
ど
の
豊
富
な
水
を
活
用
し
、
早
く
か
ら

水
道
施
設
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
す
べ
て

の
施
設
が
昭
和
四
十
年
代
前
半
か
ら
五
十
年
代

前
半
に
整
備
し
た
も
の
で
、
施
設
も
給
水
管
も

老
朽
化
が
進
み
、
水
質
の
悪
化
や
給
水
量
不
足

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、
住
宅
団
地
の
整
備

や
下
水
道
整
備
な
ど
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
る

水
需
要
の
増
加
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
浄
水
施
設
の
な
か
に
は
地
元
運
営
の

も
の
も
あ
り
、
施
設
を
管
理
運
営
す
る
水
道
補

助
管
理
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
業
務
を
担
う
の

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
課
題
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

統
合
整
備
事
業
に
着
手

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
旧
和
知

町
全
域
に
お
け
る
簡
易
水
道
施
設
と
飲
料
水
供

給
施
設
の
効
率
化
を
図
り
、
良
質
で
豊
富
な
水

量
の
確
保
を
目
的
に
、
簡
易
水
道
施
設
の
統
合

整
備
に
着
手
。
十
四
カ
所
に
及
ぶ
既
存
の
簡
易

水
道
施
設
を
七
水
源
、
七
浄
水
場
・
配
水
系
統

に
統
合
す
る
「
和
知
簡
易
水
道
統
合
整
備
計
画
」

を
策
定
し
、
平
成
十
二
年
度
に
事
業
認
可
を
受

け
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
計
画
事
業
費
四
十
六

億
円
で
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
に
は
、
当
初
の
整
備
計
画
を

見
直
し
、
既
存
施
設
を
五
水
源
、
五
浄
水
場
・

配
水
系
統
に
統
合
す
る
整
備
計
画
に
変
更
し
ま

し
た
。

現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で

約
四
六
％
。
平
成
二
十
四
年
度
の
完
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

【図2】和知簡易水道統合計画完成区域図

特集・水道

蛇口の向こうがわ

和知簡易水道中央浄水場
（下乙見）

浄水場で
水道水にします。
（写真は畑川浄水場）

水道水を高台の配水池に送ります。
（写真は和知地区の本庄配水池）

地下から取水します。
（写真は丹波地区の下山取水場）

配水池から本管を
通って毛細血管の
ようにはりめぐらさ
れた給水管を通じ
て各家庭に水を届
けます。

使
え
る
水
は
、

わ
ず
か
０
・
０
０
７
％

わ
た
し
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
球
は
「
水

の
惑
星
」
と
い
わ
れ
、地
球
の
表
面
の
７０
％
が

約
１４
億
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
地
球
に
は
た
く
さ

ん
水
が
あ
る
の
だ
か
ら
、い
く
ら
使
っ
て
も
安

心
だ
」
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、じ
つ

は
地
球
上
に
存
在
す
る
水
の
９７
・
５
％
は
海

水
で
、淡
水（
真
水
）は
約
２
・
５
％
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
、こ
の
淡
水
の
大
部
分
は
南

極
な
ど
の
氷
に
な
っ
て
い
て
、地
下
水
を
含
め
、

河
川
水
や
湖
沼
水
な
ど
の
淡
水
は
、地
球
に

存
在
す
る
水
全
体
の
１
％
に
も
満
た
な
い
の

で
す
。
さ
ら
に
人
類
が
使
え
る
水
の
割
合
は

地
球
の
水
全
体
の
０
・
０
０
７
％
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。

こ
の
わ
ず
か
な
水
も
人
間
が
大
量
に
消
費

し
、汚
し
て
き
た
た
め
、世
界
の
あ
ち
こ
ち
で

き
れ
い
な
水
が
な
く
な
り
か
け
て
い
ま
す
。

地
球
上
に
は
、世
界
の
人
口（
約
６４
億
人
）の

６
分
の
１
に
あ
た
る
約
１１
億
の
人
び
と
が
安

全
な
水
を
利
用
で
き
ず
、ま
た
、ト
イ
レ
が
な

い
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
び
と
は
、世
界
人

口
の
約
４０
％
、
２４
億
人
も
い
る
の
で
す
。（
厚

生
労
働
省
発
行
「
数
字
で
見
る
水
道
」
か
ら
引
用
）

「
水
」
の
大
切
さ
を

考
え
よ
う

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

す
ぐ
に
流
れ
出
て
く
る
水
。
飲
み
水
や
歯
み

が
き
、掃
除
、洗
た
く
、お
風
呂
、料
理
な
ど
、

水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
水
は
、あ
ま
り
に
も
当
た
り
前
に
わ
た

し
た
ち
の
身
近
に
あ
る
た
め
、そ
の
存
在
の

大
切
さ
を
つ
い
つ
い
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、先
に
述
べ
た
と
お
り
人
類
が
使
え

る
水
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

生
命
の
源
で
あ
る
水
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
は
、わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、水
に
関

心
を
持
ち
、ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、地

球
環
境
に
や
さ
し
い
上
手
な
水
の
使
い
方
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
六
月
は

「
環
境
月
間
」
。
皆
さ
ん
、大
切
な
「
水
」
の
こ

と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

水
と
環
境

1

2 4

3

地球上の水の量

注：1）国土交通省水資部資料より
　：2）南極大陸の地下水は含まれていない
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﹇
第
１
回
﹈

今
、な
ぜ

「
住
民
自
治
」

が
必
要
か

地
方
分
権
時
代
の
幕
開
け

こ
れ
ま
で
わ
が
国
は
、
権
限
と
財
源

を
国
に
集
中
し
、
地
方
自
治
体
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
「
中
央
集
権
型
」
の
行

政
シ
ス
テ
ム
を
も
と
に
着
実
な
発
展
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
日
本
を
近
代
化
し
、

先
進
諸
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
た
め

に
は
、
中
央
集
権
型
の
行
政
シ
ス
テ
ム

が
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、

一
定
の
経
済
的
な
成
長
を
遂
げ
た
現
在
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

地
域
づ
く
り
や
、
少
子
・
高
齢
化
へ
の

対
応
な
ど
、
成
熟
し
た
社
会
が
直
面
す

る
こ
れ
ら
の
課
題
に
、
画
一
性
、
効
率

性
を
重
視
す
る
中
央
集
権
型
行
政
シ
ス

テ
ム
で
は
、
対
応
が
困
難
な
状
況
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
近
年
、
わ

が
国
で
は
、
国
と
地
方
を
対
等
・
協
力

の
関
係
に
見
直
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
国
に
集
中
し
て
い
た
権
限
や
財
源
を

地
方
自
治
体
（
都
道
府
県
・
市
町
村
）

に
移
し
、
地
域
の
こ
と
は
、
地
方
自
治

体
が
自
主
性
・
自
立
性
を
も
っ
て
、
自

ら
の
判
断
と
責
任
の
も
と
に
地
域
の
実

情
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
「
地
方
分
権
」
が
進
ん
で

い
ま
す
。

「
住
民
自
治
」
の
必
要
性

こ
の
よ
う
に
地
方
分
権
が
進
む
な
か
、

全
国
の
自
治
体
で
は
、「
住
民
自
治
」

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
住
民
自
治
」
と
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
広
く
住
民
が
参
加
し
、
地
域
住
民
と

自
治
体
と
が
地
域
課
題
を
「
共
に
考
え
」、

解
決
に
向
け
て
「
共
に
行
動
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

成
熟
化
し
た
社
会
の
な
か
で
、
地
方

自
治
体
は
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
、
少
子
・
高
齢
化
や
過
疎
化

に
よ
り
減
退
し
て
い
く
地
域
活
力
の
維

持
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
域
化
し
た

地
域
全
体
の
振
興
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
事
情
が
厳
し
さ
を
増

す
今
の
地
方
自
治
体
で
は
、
こ
れ
ら
の

課
題
す
べ
て
に
対
応
し
て
い
く
の
は
不

可
能
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
方
自
治
体
の

行
政
能
力
と
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

や
強
化
（
団
体
自
治
の
強
化
）
が
必
要

な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

併
せ
て
、
行
政
と
住
民
が
地
域
課
題
の

解
決
を
共
に
行
う
、「
住
民
参
加
と
協

働
」
に
よ
る
住
民
自
治
の
推
進
（
住
民

自
治
の
強
化
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

合
併
に
よ
り
広
域
化
し
た
本
町
に
と

っ
て
も
、
地
域
全
体
の
振
興
を
図
っ
て

い
く
う
え
で
、
住
民
自
治
の
推
進
は
必

要
不
可
欠
な
要
素
で
す
。
町
民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
地
域
を

構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
行
政
と

が
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
担
い

得
る
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
し
く
み
の
構
築
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
出
発
式
を
開
催

式
で
は
、
松
原
茂
樹
町
長
が
「
安
全
を
最

優
先
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
安
全
で

快
適
な
町
営
バ
ス
の
運
行
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
に
岡
本
勇
議
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
あ
と
、
瑞
穂
地
区
区
長
会
長
の

谷
勝
彦
さ
ん
が
「
念
願
だ
っ
た
町
営
バ
ス
運

行
が
始
ま
り
う
れ
し
い
。
町
民
に
愛
さ
れ
、

利
用
さ
れ
る
バ
ス
と
し
て
充
実
し
て
い
く
こ

と
を
願
う
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
松
原
町
長
、
岡
本
議
長
、
谷
勝

彦
瑞
穂
地
区
区
長
会
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
最
後
に
、
式
に
出
席
し
た
町
民
を
代

表
し
て
吉
田
あ
や
の
さ
ん
（
本
庄
）
か
ら
三

好
稔
運
転
手
（
企
画
情
報
課
）
に
花
束
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

◆
全
十
五
路
線
で
ス
タ
ー
ト

旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知
町
の
町
営
バ
ス
路
線

を
ほ
ぼ
現
行
の
と
お
り
残
し
、
旧
三
町
を
結

ぶ
路
線
と
し
て
丹
波
桧
山
線
、
丹
波
和
知
線

の
二
路
線
を
新
設
し
、
旧
丹
波
町
の
町
民
バ

ス
路
線
を
竹
野
線
、
高
原
下
山
線
と
す
る
な

ど
全
十
五
路
線
に
再
編
し
て
運
行
を
開
始
。

再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
町
内
の
官
公
庁
や
病
院
、
商
業

施
設
を
結
び
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
路
線
と
重
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

料
金
に
つ
い
て
も
、
三
・
五
キ
ロ
未
満
を

百
円
、
三
・
五
―
七
キ
ロ
未
満
を
二
百
円
、

七
―
十
キ
ロ
未
満
を
三
百
円
、
十
キ
ロ
以
上

を
四
百
円
と
す
る
新
体
系
を
設
け
ま
し
た
。

各
路
線
の
便
数
・
時
刻
な
ど
は
今
後
、
運

行
状
況
を
み
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

安
村
さ
ん
（
角
）

買
い
物
に
出
か
け
る
と
き
、
町
営
バ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
に
と

っ
て
は
、
バ
ス
が
唯
一
の
交
通
手
段
な

の
で
、
合
併
後
、
バ
ス
路
線
が
ど
う
な

る
の
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
月

一
日
か
ら
運
行
が
始
ま
り
、
安
心
し
て

い
ま
す
。

い
つ
も
、
和
知
駅
か
ら
道
の
駅
「
丹

波
マ
ー
ケ
ス
」
ま
で
の
便
（
丹
波
和
知
線
）

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
停
を
あ
ち

こ
ち
巡
回
す
る
た
め
、
長
い
時
間
バ
ス

に
乗
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
じ
れ

っ
た
い
な
あ
」
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
料
金
体
系
が
分
か
り
や
す
く
、

と
て
も
安
い
料
金
で
利
用
で
き
る
の
は

う
れ
し
い
で
す
ね
。
最
初
は
、
あ
ま
り

の
安
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

地
域
自
治
の
ス
ス
メ

出発式でテープカットを行う松原町長ら
（町中央公民館前）

丹波クリーン作戦。町の美化に汗を流す参加者（国道9号、役場前付近）

丹波地区・森付近

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

シ
リ
ー
ズ

「
シ
リ
ー
ズ
・
地
域
自
治
の
ス
ス
メ
」
で
は
、「
地
域

自
治
」
に
よ
る
、住
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す

近
年
、各
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

「
地
域
内
分
権
」
や
「
住
民
自
治
」
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
、全
国
各
地
で
住
民
参
加
、情
報
公

開
、協
働
、住
民
投
票
な
ど
住
民
自
治
の
視
点

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
政
策
や
諸
制
度
を
体
系

化
し
明
確
に
し
た
「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
、

「
地
域
自
治
組
織
」
の
構
築
な
ど
、住
民
自
治

を
強
化
す
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
が
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
な
ぜ
、こ
う
し
た
住
民
自
治
の
確
立
を
柱

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

シ
リ
ー
ズ
初
回
は
、住
民
自
治
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
、な
ぜ
必
要
な
の
か
を
み
て
い
き
ま
す
。

京
丹
波
町
町
営
バ
ス
が
五
月
一
日
か
ら
運
行
を
開
始
。
同
日
の
朝
、
町
中
央
公
民
館
前
で
行
っ

た
出
発
式
に
は
、
町
民
や
議
員
、
町
関
係
者
な
ど
約
五
十
人
が
出
席
し
、
運
行
開
始
を
喜
び
合
い

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
旧
町
域
ご
と
に
行
っ
て
い
た
町
営
バ
ス
、
町
民
バ
ス
の
再
編
は
、
合
併
後
の
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
三
月
議
会
定
例
会
で
京
丹
波
町
町
営
バ
ス
運
行
事
業
条
例
が
可
決
成

立
。
旧
三
町
を
結
ぶ
路
線
な
ど
全
十
五
路
線
に
再
編
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
時
刻
表
、
料
金
表
な
ど
詳
し
く
は
四
月
十
五
日
発
行
の
「
広
報
京
丹
波
No.
6
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

５月の町営バス利用者数

一般　
664
52
162
50
425
340
784
433
509
146
39

3,604

生徒学生など
3,455
2,300
2,637

0
869
612

1,564
760
720

2,240
1,920
17,077

計　 
4,119
2,352
2,799
50

1,294
952

2,348
1,193
1,229
2,386
1,959
20,681

利用者数（人）
路線名

丹 波 和 知 線
丹 波 桧 山 線
高 原 下 山 線
竹 野 線
小 野 鎌 谷 線
猪鼻戸津川線
質 美 線
仏 主 線
長 瀬 線
才 原 大 簾 線
上 乙 見 線
合　計
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昭和45年大阪万国博覧会でのテレビ対談をきっかけに
旧瑞穂町が姉妹町交流をしていた福島県双葉町と、

このほど、友好町提携の盟約を交わしました。

五
月
十
一
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
厚
生

会
館
ホ
テ
ル
で
友
好
町
提
携
盟
約
書
調
印
式

を
行
い
、
井
戸
川
克
隆
・
福
島
県
双
葉
町
長
と

松
原
茂
樹
・
京
丹
波
町
長
が
盟
約
書
に
署
名
。

両
町
長
が
固
い
握
手
を
交
わ
し
、
盟
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
両
町
長
は
終
始
な
ご
や
か
な
ム

ー
ド
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
現
状
や
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
、
今
後
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

福
島
県
双
葉
町
と
は
旧
瑞
穂
町
が
、
昭
和

四
十
五
年
に
開
か
れ
た
大
阪
万
国
博
覧
会
で
、

日
本
電
信
電
話
公
社
（
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
が
企

画
し
た
テ
レ
ビ
対
談
「
あ
な
た
の
町
、
わ
た
し

の
町
」
に
両
町
長
が
出
演
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
交
流
を
始
め
、
平
成
六
年
に
正
式
に

姉
妹
町
提
携
の
盟
約
を
締
結
。
農
業
青
年
後

継
者
の
交
流
や
行
政
視
察
、
小
・
中
学
生
が
交

流
す
る
「
姉
妹
町
子
ど
も
交
流
会
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
友
好
町
提
携
の
盟
約
は
、
合
併
に

伴
い
京
丹
波
町
と
し
て
改
め
て
締
結
し
た
も

の
で
、
今
後
、
産
業
や
文
化
、
教
育
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
深
め
、
両
町
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

双
葉
町
は
福
島
県
浜
通
り
地
方
・
双
葉
郡
の

北
東
部
に
位
置
。
面
積
は
五
一
・
四
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
（
本
町
の
六
分
の
一
）
で
、
人
口
・

世
帯
数
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
）
は
、
七
、

二
五
九
人
、
二
、
四
三
七
世
帯
。
西
に
は
阿
武

隈
山
系
が
つ
ら
な
り
、
東
は
太
平
洋
に
面
し
て

い
ま
す
。
気
候
は
海
洋
性
で
比
較
的
温
暖
。
積

雪
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
四
十
二
年
、
東
京
電
力
（
株
）
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
建
設
が
地
域
の
産
業
構

造
に
変
化
を
与
え
、
町
民
の
生
活
環
境
も
整
備

さ
れ
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
ま
ち
へ

と
発
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
石
器
時
代
か

ら
近
世
に
か
け
て
の
史
跡
が
数
多
く
残
り
、「
清

戸
さ
く
装
飾
横
穴
墓
」
の
壁
画
は
国
の
指
定
史

跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ル
マ
市

ダ
ル
マ
市
は
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
新
春

恒
例
の
伝
統
行
事
。
毎
年
一
月
の
第
二
土
・
日

曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
縁
起
物
の
ダ
ル
マ
を
は

じ
め
、
豊
作
を
祈
る
飾
り
物
、
特
産
物
な
ど
の

露
店
が
立
ち
並
び
、「
巨
大
ダ
ル
マ
引
き
合
戦
」

が
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
新
春
の
祭
り
で
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
び
と
が
訪
れ
、
ま
ち
は
活
気

に
あ
ふ
れ
ま
す
。

双
葉
海
水
浴
場

夏
に
は
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
双
葉
海
水

浴
場
。
町
営
の
海
の
家
「
マ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ふ

た
ば
」
に
は
シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
、
休
憩
室
が

完
備
。
快
適
な
夏
の
一
日
を
満
喫
で
き
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
双
葉
海
浜
公
園
も
夏
の
リ
ゾ

ー
ト
ゾ
ー
ン
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
公

園
内
に
は
宿
泊
施
設
と
し
て
三
棟
の
ロ
グ
ハ

ウ
ス
、
九
十
二
区
画
の
キ
ャ
ン
プ
場
や
遊
歩
道
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
な
ど
が
あ
り
、
ア
ウ

ト
ド
ア
を
満
喫
で
き
ま
す
。

ミ
ニ
野
馬
追
神
旗
争
奪
戦

東
北
地
方
の
代
表
的
な
祭
り
の
ひ
と
つ
で
、

旧
相
馬
藩
に
属
す
る
市
町
村
一
帯
で
行
わ
れ

る
「
相
馬
野
馬
追
祭
」（
七
月
下
旬
開
催
）。
こ

れ
に
出
陣
し
た
双
葉
町
騎
馬
隊
が
、
町
を
凱
旋

し
た
あ
と
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
馬
追
神
旗

争
奪
戦
を
行
い
ま
す
。
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
争
奪
戦
の
迫
力
に
人
び
と
は
魅
了
さ
れ

ま
す
。

福島県双葉町と
友好町提携

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
を
約
束

福
島
県
双
葉
町
の
紹
介

双葉町のまち並み

盟約書に署名し、握手を交わす井戸川町長（左）と松原町長（右）

双葉町

福島県

の
　
ま
　
お
い

の
　
ま
　
お
い
　

し
ん
　
き



戦
国
武
将
ゆ
か
り
の
地
を

地
域
お
こ
し
へ

町
立
三
ノ
宮
小
学
校
の
裏
山
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
、
土

佐
（
高
知
県
）
二
十
四
万
石
の
国
主
と
な
っ
た
戦
国
時
代

の
武
将
・
山
内
一
豊
（
一
五
四
六
―
一
六
〇
五
年
）
の
祖

父
久
豊
、
父
盛
豊
が
居
城
し
た
と
伝
わ
る
「
三
之
宮
城
」

が
築
か
れ
て
い
た
。

地
元
三
ノ
宮
地
域
の
八
集
落
の
区
長
や
財
産
区
、
公
民

館
、
女
性
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
二
十
九
人
で
構
成
す
る

三
ノ
宮
地
域
振
興
会
が
平
成
十
七
年
四
月
、
こ
の
城
山
の

整
備
に
着
手
。
き
っ
か
け
は
、
山
内
一
豊
の
生
涯
を
題
材

に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
が
平
成
十
八

年
一
月
か
ら
放
映
さ
れ
る
と
の
一
報
で
あ
っ
た
。

同
協
議
会
は
、
三
ノ
宮
地
域
を
「
一
豊
公
ゆ
か
り
の
地
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
お
こ
し
へ
と
つ
な
い
で
い
く
た
め
、

城
山
の
整
備
と
併
せ
て
、
三
之
宮
城
や
同
城
に
居
城
し
た

と
さ
れ
る
山
内
氏
の
系
譜
な
ど
の
文
献
調
査
に
も
乗
り

出
し
た
。

「
城
山
は
、
こ
の
地
域
の
人
な
ら
一
度
は
、
小
学
校
時

代
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
幼
少
時
代
の
遠
い
記
憶
を
思

い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
懐
か
し
い
場
所
で
も
あ
る
。

城
山
の
整
備
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
諸
先
輩
が
思
い

を
寄
せ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
昔
は
、
山
林
の

価
値
が
高
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
な
か
な
か
着
手

で
き
な
か
っ
た
」
と
同
振
興
会
長
の
田
畑
修
一
さ
ん

（
水
呑
）。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
を
き
っ
か

け
に
、
委
員
の
間
で
城
山
整
備
の
話
が
持
ち
上
が
っ

た
。
近
年
の
山
林
状
況
の
変
化
や
、
地
権
者
の
了
解

な
ど
条
件
も
そ
ろ
い
、
城
山
整
備
に
着
手
で
き
た
」

と
振
り
返
る
。

手
づ
く
り
の
城
山
整
備

平
成
十
七
年
八
月
、
三
ノ
宮
地
域
振
興
会
の
委
員

ら
が
城
山
整
備
を
開
始
し
た
。
約
二
カ
月
か
け
て
山

頂
周
辺
の
立
木
伐
採
に
汗
を
流
し
、
十
月
二
十
三
日

に
は
、
振
興
会
委
員
二
十
五
人
が
遊
歩
道
を
整
備
。

冷
た
い
雨
が
降
る
な
か
、
登
山
道
に
丸
太
を
敷
き
、

く
い
を
打
ち
込
ん
だ
。

そ
の
後
、
近
く
の
国
道
一
七
三
号
を
行
き
か
う
車

な
ど
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
一
豊
公
ゆ
か
り
の
地
　

三
之
宮
城
跡
」
と
書
い
た
大
看
板
を
設
置
。
こ
れ
ら
の
整

備
と
平
行
し
て
、
同
振
興
会
委
員
や
地
元
区
民
、
学
識
経

験
者
な
ど
十
一
人
で
専
門
委
員
会
を
設
け
、
三
之
宮
城

や
山
内
氏
系
譜
な
ど
の
文
献
調
査
も
行
っ
た
。

「
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
に
は
、
こ
ん
な
立
派
な
史
跡

が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
地
域
住
民
が
共
有
し
、
次

代
へ
と
伝
え
て
い
く
た
め
、
三
之
宮
城
や
山
内
氏
の
歴

史
な
ど
を
き
ち
っ
と
調
査
し
、
記
録
と
し
て
残
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
振
興
会
委
員
で
文
献
調
査

専
門
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
、
小
山
滿
さ
ん
（
三
ノ

宮
）。
専
門
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
山
内
氏
の
系
譜
が

残
る
区
内
の
家
や
、
京
都
市
内
の
資
料
館
、
滋
賀
県
内
の

図
書
館
へ
も
足
を
運
び
、
史
料
収
集
に
奔
走
し
た
。

今
年
二
月
、
山
頂
に
三
之
宮
城
の
歴
史
や
城
郭
の
概

要
な
ど
を
記
し
た
木
製
の
案
内
看
板
を
設
置
。
三
月
に

は
山
頂
に
休
憩
ベ
ン
チ
な
ど
を
作
り
、
約
半
年
か
け
て

委
員
ら
が
力
を
注
い
で
き
た
手
づ
く
り
の
城
山
整
備
が

完
成
し
た
。

城
山
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
舞
台
に

整
備
さ
れ
た
城
山
の
頂
上
か
ら
は
、
南
丹
市
と
の
境

に
あ
る
観
音
峠
ま
で
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
眺
望

か
ら
は
、
当
時
の
武
者
が
敵
の
来
襲
を
警
戒
し
て
い
る

様
子
が
浮
か
ん
で
く
る
。

「
こ
の
城
山
が

三
ノ
宮
地

域
の
シ

ン
ボ
ル

に
な
れ

ば
」
と
小

山
さ
ん
。
田

畑
会
長
は
「
今
回
の

最
大
の
目
的
は
、
城
山
整
備

の
活
動

を
通
じ

て
地
域

の
連
帯

感
や
結
束

力
を
強
め
る
こ
と
。

み
ん
な
で
智
恵
を
出
し
合
っ
て
地
域

の
こ
と
を
考
え
、
住
民
同
士
助
け
合
い
を

大
切
に
す
る
地
域
に
し
て
い
く
こ
と
に
今
回
の

取
り
組
み
の
意
義
が
あ
る
」
と
力
を
込
め
る
。

「
城
山
が
地
域
住
民
の
憩
い
と
交
流
の
場
に
な
れ

ば
」
と
田
畑
会
長
。
同
振
興
会
で
は
今
後
、
文
献
調
査

結
果
を
ま
と
め
た
冊
子
四
百
部
を
地
域
の
全
戸
に
配

布
し
、
さ
ら
に
城
山
を
舞
台
と
し
て
、
地
域
の
子
ど

も
や
高
齢
者
が
ふ
れ
あ
う
「
城
山
ま
つ
り
」（
仮
称
）

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

向
上
に
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
。
城
山
を
舞
台
と
し

た
次
な
る
地
域
づ
く
り
が
、
も
う
動
き
出
し
て
い
る
。
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町
立
三
ノ
宮
小
学
校
の
裏
山
は
か
つ
て
、戦
国
時
代
の
武
将
・
山
内
一
豊
の
祖
先
が
居
城
し
た
と
伝
わ
る

三
之
宮
城
が
築
か
れ
て
い
た
城
山
。地
元
の
八
集
落
の
区
民
で
つ
く
る
三
ノ
宮
地
域
振
興
会
が
、平
成
十
七

年
四
月
、こ
の
城
山
を
舞
台
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
乗
り
出
し
た
。

ま
た
、上
豊
田
区
民
ら
で
つ
く
る
「
豊
友
会
」（
山
本
修
会
長
）も
、平
成
十
七
年
十
二
月
、同
区
を
、一
豊

が
再
興
し
た
土
佐
山
内
家
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
動
き
出

し
た
。

10

小山満さん（三ノ宮）

田畑修一会長（水呑）

山頂からの眺め

城山山頂

【三之宮城と山内氏】
三之宮城は、山内一豊から数えて十三代前の宗俊

の二子、俊家と時俊の間に争いがおこり、敗れた俊
家が丹波国三宮（京丹波町三ノ宮）へ移り、土佐山
内家の祖となったと伝えられている。山内一豊の父
盛豊は明応九年（1500年）ごろ丹波で生まれ、三
之宮城に居城したとも伝えられている。

上
豊
田
区
民
ら
で
つ
く
る
「
豊
友
会
」（
山
本
修

会
長
）
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
の

放
送
を
き
っ
か
け
に
、
主
人
公
の
山
内
一
豊
が
再
興

し
た
土
佐
山
内
家
の
先
祖
が
住
ん
で
い
た
と
の
説

が
あ
る
同
区
一
帯
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
お
こ
し
に
つ
な

い
で
い
こ
う
と
平
成
十
七
年
十
二
月
に
動
き
始
め

た
。同

区
に
は
「
山
内
」
の
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
江

戸
時
代
の
儒
学
者
・
貝
原
益
軒
の
「
西
北
紀
行
」
に

は
、
紅
井
村
（
豊
田
）
の
南
に
あ
た
る
印
内
村
と
中

尾
村
（
中
台
）
の
間
に
「
山
内
村
あ
り
。
こ
れ
土
佐

大
守
山
内
氏
の
先
祖
の
住
め
り
し
所
な
り
」
と
の
記

述
が
あ
る
な
ど
、
一
豊
の
先
祖
が
住
ん
で
い
た
と
の

説
が
あ
る
。

豊
友
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
今
年
二
月
、
土
佐
山

内
家
ゆ
か
り
の
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
約
一
週
間
か

け
て
縦
三
メ
ー
ト
ル
、
横
七
十
セ
ン
チ
の
大
看
板
（
写

真
中
央
）
を
制
作
。
上
豊
田
住
民
セ
ン
タ
ー
の
向
か

い
に
立
て
た
。
二
月
十
一
日
に
は
同
会
の
メ
ン
バ
ー

ら
で
看
板
の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

文
献
調
査
に
あ
た
っ
た
の
は
同
会
の
メ
ン
バ
ー

の
野
口
正
利
さ
ん
（
豊
田
）。
野
口
さ
ん
は
約
二
十

年
も
前
か
ら
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
う
。「
こ

の
地
域
が
、
土
佐
山
内
家
先
祖
の
地
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
調
査
に
か
な

り
の
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
今
後
、
一
豊
公
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
の
浸
透
を
図
り
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
野
口
さ
ん
。
山
本
修
会
長
（
院
内
）

は
、「
こ
れ
を
機
に
住
民
の
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
育
み
、
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。
同
じ
一
豊
公

ゆ
か
り
の

地
で
あ
る

三
ノ
宮
地

域
と
も
連

携
し
、
取

り
組
み
を

進
め
て
い

け
れ
ば
」

と
話
し
て

い
た
。

上
豊
田
の
「
豊
友
会
」 

一
豊
ゆ
か
り
の
地
Ｐ
Ｒ
で
地
域
の
活
性
化

史
跡
整
備
で
地
域
お
こ
し大看板を眺める山本会長（右）と

野口さん（左）（上豊田地内）

小雨の中、遊歩道整備に汗を流す会員
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き

■
職
員
の
人
事
異
動

六
月
一
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
町
職

員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
異
動
】（
　
）
は
前
任
。

議
会
事
務
局
長
・
伊
藤
康
彦
（
税
務
課
長
）

▼
総
務
課
長
・
谷
俊
明
（
議
会
事
務
局
長
）

▼
税
務
課
長
・
岩
田
恵
一
（
土
木
建
築
課
）

▼
土
木
建
築
課
長
・
松
村
康
弘

　（
教
育
次
長
）

▼
教
育
次
長
・
長
谷
川
博
文

　（
総
務
課
長
）

▼
企
画
情
報
課
課
長
補
佐
兼
人
権
政
策

係
長
・
梅
原
昇
治

　（
企
画
情
報
課
課
長
補
佐
）

▼
総
務
課
財
政
係
長
・
松
山
征
義

　（
税
務
課
賦
課
係
長
）

▼
総
務
課
財
政
係
主
任
・
竹
内
健
（
総

務
課
消
防
防
災
係
長
）

▼
総
務
課
消
防
防
災
係
長
・
片
山
健

　（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
長
）

▼
税
務
課
賦
課
係
長
・
中
井
伸
幸

　（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長
）

▼
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長
・
川
嶌
勇
人

（
総
務
課
財
政
係
長
）

▼
和
知
診
療
所
主
任
・
四
方
晴
美

　（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財

係
長
）

▼
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
・

　
中
川
豊
（
丹
波
食
彩
の
工
房
主
任
）

▼
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
主
任
・

　
片
山
利
枝
（
和
知
診
療
所
主
任
）

▼
丹
波
食
彩
の
工
房
主
任
・
太
田
創
一

（
瑞
穂
支
所
地
域
振
興
室
農
林
担
当
主
任
）

▼
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
長
・
豊
嶋
浩
史

　（
教
育
委
員
会
瑞
穂
教
育
分
室
主
任
）

▼
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財

係
長
・
山
崎
哲
夫

　（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
瑞
穂
教
育
分
室
主
任
・

小
谷
誠
之

　（
企
画
情
報
課
人
権
政
策
係
長
）

▼
住
民
課
主
査
・
光
枝
三
千
代

　（
和
知
支
所
地
域
総
務
室
主
査
）

▼
保
健
福
祉
課
主
査
・
吉
田
敦
美

　（
瑞
穂
支
所
地
域
総
務
室
主
査
）

▼
土
木
建
築
課
主
査
・
西
野
菜
保
子

　（
瑞
穂
支
所
地
域
総
務
室
主
査
）

▼
和
知
支
所
地
域
総
務
室
主
査
・

　
山
西
博
美
（
住
民
課
主
査
）

▼
税
務
課
主
事
・
下
村
邦
喜

　（
瑞
穂
支
所
地
域
総
務
室
主
事
）

▼
住
民
課
主
事
・
上
原
康
宏

　（
保
健
福
祉
課
主
事
）

▼
住
民
課
主
事
・
井
口
理
恵

　（
和
知
支
所
地
域
総
務
室
主
事
）

▼
産
業
振
興
課
主
事
・
西
山
宏
明

　（
住
民
課
主
事
）

▼
瑞
穂
支
所
地
域
総
務
室
主
事
・

　
細
野
江
梨
子
（
税
務
課
主
事
）

▼
瑞
穂
支
所
地
域
振
興
室
主
事
・

　
山
本
智
之
（
総
務
課
主
事
）

▼
和
知
支
所
地
域
総
務
室
主
事
・

　
羽
生
田
真
由
（
住
民
課
主
事
）

▼
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
事
・

　
大
秦
学
（
産
業
振
興
課
主
事
）

（
敬
称
略
）
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　社会を明るくする運動って？
　すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した
人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場
において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会
を築こうとする全国的な運動です。

　いつ行っているの？
７月を強調月間として、年間を通じて行っています。

　どんなことをやっているの？
（１）更生保護制度への理解と協力を呼びかける活動
（２）子どもたちの健全な成長を支援する活動
（３）地域のネットワークづくり
　具体的には、運動の趣旨や活動への協力を呼びか
ける街頭啓発、少年非行の問題を考える「フォーラム」、
子育てなどの身近なテーマや地域の問題を取り上げ
た「ミニ集会」、親子で参加できるワークショップなど
があります。

　なんだか難しそう・・・
　そんなことはありません。行事に参加する以外にも、
日々の生活のなかでも実践できることはたくさんあ
ります。

◆ 相手の気持ちを理解すること
◆ 子どもをぎゅっと抱きしめること
◆ どんどんあいさつをすること
◆ 偏見を持たないことなど

明るい社会づくりのた
まずは「身近なところ
「できることから」
運動に参加してみませ

問い合わせ先／
企画情報課
電話８２－３８０１　　

TO
W

N
N

EW
S 2006

フラッシ
ュ

胸
打
つ
伝
統
の
響
き

Ｄ
Ｏ
Ｎ
と
来
い
・
丹
波
八
坂
太
鼓

恒
例
の
丹
波
八
坂
太
鼓

保
存
会
（
村
上
薫
会
長
）

の
「
第
八
回
Ｄ
Ｏ
Ｎ
と
来
い
・

丹
波
八
坂
公
演
」
が
四
月
三
十

日
、
旧
須
知
小
学
校
講
堂
で
行
わ
れ
、

町
内
や
京
阪
神
な
ど
か
ら
約
三
百
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
丹
波
八
坂
太
鼓
発
祥
の

地
で
あ
る
下
山
地
区
の
下
山
小
学
校
太
鼓
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
た
あ
と
、
丹
波
八
坂
太
鼓
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

が
伝
統
曲
の
「
八
坂
」
や
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
新
曲

「
サ
バ
ン
ナ
」
な
ど
七
曲
を
息
の
合
っ
た
演
奏
で
披

露
。
訪
れ
た
人
び
と
は
、
勇
壮
な
響
き
と
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

京
丹
波
町
発
足
後
初
め
て
と
な
っ
た
こ
の
日
の

公
演
に
は
、
和
知
地
区
の
和
知
太
鼓
保
存
会
（
野

間
和
幸
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
和
知
太
鼓
も

披
露
さ
れ
、
迫
力
あ
る
演
奏
が
華
を
添
え
ま
し
た
。

春
ま
つ
り
で
鍾
乳
洞
に
ぎ
わ
う

春
の
山
野
草
に
心
な
ご
む

五
月
四
日
、
質
志
鐘
乳
洞
公
園
（
質

志
）
で
恒
例
の
春
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
六
百
人
余
り
が
来

園
。
地
元
の
質
志
区
民
ら
に
よ
る
タ

ケ
ノ
コ
ご
は
ん
や
山
菜
て
ん
ぷ
ら
、

山
菜
入
り
の
「
鍾
乳
洞
う
ど
ん
」
の

出
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が

あ
り
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が
地

元
産
の
旬
の
食
材
に
舌
鼓
を
打
っ
た

り
、
鍾
乳
洞
探
索
や
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
連
休

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

五
月
三
日
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ

内
の
道
の
駅
「
瑞
穂
の
里
・
さ
ら
び
き
」（
大

朴
）
の
来
場
者
が
、
平
成
十
一
年
四
月
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
百
万
人
を
突
破
。
百
万

人
目
の
来
場
者
と
な
っ
た
関
正
俊
さ
ん
（
大

阪
府
四
条
畷
市
）
に
、
同
道
の
駅
を
運
営

す
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
株
式
会
社

の
黒
田
一
夫
・
代
表
取
締
役
な
ど
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
道
の
駅
で
は
、
来
場
者
百
万
人
突
破

を
記
念
し
て
、
こ
の
日
か
ら
五
日
ま
で
の

三
日
間
、
感
謝
祭
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
六
千
人
が
来
場
。「
昔
な
つ
か
し
い
縁

日
の
再
現
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
屋

台
が
立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
お
楽
し
み
抽
選

会
な
ど
も
催
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

道
の
駅
「
瑞
穂
の
里
さ
ら
び
き
」

来
場
者
百
万
人
を
突
破

五
月
四
日
、
五
日
の
二
日
間
、
わ
ち
山
野
草
の
森
（
坂

原
）
で
恒
例
の
「
春
の
森
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
約
千
人
が
来
場
。
春
の
山
野
草
展
や
、
山
野
草
の

寄
せ
植
え
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、
園
内
に
咲
く
花
や
山
野

草
が
訪
れ
た
人
び
と
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
つ
き
た
て
の
ヨ
モ
ギ
も
ち
の
販
売
や
山
菜
・
山

野
草
て
ん
ぷ
ら
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
も
あ
り
、
訪
れ
た
家
族

連
れ
な
ど
が
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

胸打つ響きと華麗なバチさばき（旧須知小講堂）

自然のなかでゆったりと過ごす家族連れたち（質志鍾乳洞公園）
入場者100万人目となった関さん一家（道の駅「瑞
穂の里」さらびき

春の山野草を楽しむ来場者（わち山野草の森）
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ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
が
十
周
年
で

来
場
四
万
人
を
達
成

町
区
長
会
を

開
催

丹
波
み
ら
い
研
究
会 

新
し
い
ス
タ
ー
ト

下
粟
野
区
に
あ
る
コ
テ
ー
ジ
や

キ
ャ
ン
プ
場
を
備
え
た
自
然
体
験

施
設
「
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
わ
ち
」
が

五
月
六
日
、
平
成
八
年
五
月
の
オ

ー
プ
ン
以
来
、
来
場
者
四
万
人
を

達
成
。
四
万
人
目
の
来
場
者
と
な

っ
た
京
都
市
伏
見
区
の
松
本
好
剛

さ
ん
に
、
施
設
を
運
営
す
る
ウ
ッ

デ
ィ
パ
ル
わ
ち
管
理
委
員
会
（
榎

本
藤
雄
委
員
長
）
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
八
日
に
は
、
同
園
の

オ
ー
プ
ン
十
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
区
民
や
同
区
の
出
身
者
な

ど
約
百
人
が
参
加
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
、
十
周
年
の
節
目

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
府
立
丹
波

自
然
運
動
公
園
の
管
理
者
が
、
京
都
府
公
園
公
社

か
ら
財
団
法
人
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園
協

力
会
（
横
山
義
雄
理
事
長
）
へ
六
月
一
日
付
け
移

行
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民

間
の
能
力
を
活
用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
経
費
の
削
減
な
ど
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
指
定
を
受
け
た
者

（
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
公
益
法
人
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
そ
の
他
法
人
格
を
持
た
な
い
団
体
な
ど
）

が
施
設
の
管
理
運
営
を
代
行
し
ま
す
。

同
協
力
会
は
こ
れ
ま
で
、
京
都
府
公
園
公
社
か

ら
一
部
の
業
務
委
託
を
受
け
、
宿
泊
施
設
の
管
理

や
園
内
の
清
掃
整
備
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

六
月
一
日
か
ら
は
窓
口
業
務
を
含
め
、
公
園
の
施

設
管
理
全
般
を
行
っ
て
い
ま
す
。

丹
波
自
然
運
動
公
園
の
管
理
者
が

同
公
園
協
力
会
へ
移
行

町
内
の
若
手
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
丹
波
み
ら
い
研
究
会
」

が
四
月
二
十
七
日
、
会
員
ら
約
三
十
人
が
出
席
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非

営
利
活
動
法
人
）
の
認
証
取
得
に
向
け
た
法
人
組
織
の
設
立
総
会
を
丹
波
町

商
工
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
研
究
会
は
平
成
十
六
年
二
月
、
町
内
の
若
手
が
「
多
く
の
人
が
集
ま
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
結
成
。
と
り
わ
け
町
内
の
名
勝
・
琴
滝
の
観
光

開
発
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
こ
れ
ま
で
琴
滝
の
環
境
保
全
や
ホ
タ
ル
の
繁
殖

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
は
琴
滝
を
舞
台
に
、
約
五
万
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
冬
ほ
た
る
」
を
開
催
。
町
内
や
京
阪
神
か
ら
一

万
人
近
い
人
び
と
が
訪
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
手
が
け
て
き
ま
し

た
。こ

の
日
の
総
会
で
は
、
理
事
長
に
岩
崎
栄
喜
雄
さ
ん
（
須
知
）
が
選
出
さ

れ
た
ほ
か
、
定
款
や
、「
冬
ほ
た
る
」
の
開
催
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
計

画
、
役
員
な
ど

が
決
ま
り
ま
し
た
。

岩
崎
理
事
長

は
「
人
が
通
過

す
る
ま
ち
か
ら

脱
却
し
て
、
多

く
の
人
が
集
ま

る
ま
ち
を
目
指
し
、

会
員
が
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
明

日
か
ら
の
取
り

組
み
に
力
を
注

い
で
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

一列に並んで、ゆっくりと苗を植える早乙女たち（尾長野地内）あいさつをする川邉哲・下粟野区長

指定管理者制度により管理者が変わった丹波自然運動公園

ゴールへ向かって懸命のドリブル（グリーン
ランドみずほ）

軟
式
野
球
で

小
学
生
ら
熱
戦

区
民
の
力
で 

安
全
な
地
域
づ
く
り

四
月
三
十
日
、
丹
波
ひ
か
り
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
一
回
京
丹
波
町
体

育
協
会
長
杯
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟

式
野
球
大
会
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の
軟

式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
八
チ
ー
ム
が

参
加
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
少
年
野
球
の
普
及
や
活

性
化
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
相
互
の
交

流
な
ど
を
目
的
に
開
催
。
子
ど
も
た
ち

は
、
応
援
に
か
け
つ
け
た
保
護
者
ら
の

声
援
を
背
に
、
懸
命
に
白
球
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
／
須
知
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

準
優
勝
／
下
山
ス
ト
ロ
ン
グ

三
位
／
ゴ
ン
タ
ー
ズ
高
原

古
式
ゆ
か
し
き

八
坂
神
社
御
田
祭

恒
例
の
京
都
祇
園
八
坂
神
社
の
御
田

祭
が
五
月
二
十
八
日
、
下
山
尾
長
野
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、

八
坂
神
社
の
御
分
社
で
あ
る
尾
長
野
区

の
神
せ
ん
田
で
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
同
区
の
伝
統
行
事
。

参
加
し
た
区
民
や
同
神
社
関
係
者
な

ど
約
二
百
人
が
見
守
る
な
か
、
す
げ
が

さ
に
着
物
姿
の
早
乙
女
八
人
が
田
植
え

を
行
っ
た
あ
と
、
同
神
社
青
年
部
に
よ

る
獅
子
舞
や
雅
楽
に
合
わ
せ
た
巫
女
の

舞
、
丹
波
八
坂
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

初
心
者
も
ホ
ッ
ケ
ー
で

さ
わ
や
か
な
汗

第
一
回
京
丹
波
町
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
四

月
二
十
九
日
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
ホ
ッ
ケ
ー
場

で
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
チ
ー
ム
ま
で
四
十
チ

ー
ム
、
約
四
百
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
内
外
の
ホ
ッ
ケ
ー
仲
間
が
集
い
、

競
技
力
の
向
上
と
普
及
を
目
的
に
、
旧
瑞
穂
町
ホ
ッ

ケ
ー
協
会
な
ど
が
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
た
も

の
で
、
今
年
三
月
に
発
足
し
た
京
丹
波
町
ホ
ッ
ケ
ー

協
会
（
西
村
明
男
会
長
）
が
こ
れ
を
引
き
継
い
で
開

催
。
小
中
学
校
の
部
に
は
町
内
は
も
と
よ
り
、
近
隣

の
県
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者

ら
の
声
援
を
受
け
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
の
部
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
保

護
者
や
職
場
の
同
僚
ら
で
つ
く
っ
た
チ
ー
ム
な
ど
が
参

加
。
初
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
握
る
初
心
者
の
姿
も
あ
り
、

わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
（
優
勝
の
み
）

小
学
男
子
の
部
／
郡
家
西
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
鳥
取
県
）

小
学
女
子
の
部
／
春
照
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
滋
賀
県
米
原
市
）

中
学
男
子
の
部
／

篠
山
市
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

（
兵
庫
県
篠
山
市
）

中
学
女
子
の
部
／

蒲
生
野
中
学
校

一
般
男
子
の
部
／

ボ
ア
ー
ズ

一
般
女
子
の
部
／

チ
ェ
リ
ー
ズ

 

五
月
八
日
、
下
大
久
保
区
の
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー

で
「
長
寿
社
会
対
策
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
事
業
」
と
「
高

齢
者
交
通
事
故
防
止
モ
デ
ル
地
区
事
業
」
の
委
嘱
式

が
行
わ
れ
、
同
区
民
や
南
丹
警
察
署
員
ら
十
五
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
京
都
府
警
な
ど
が
取
り
組
む
事
業

で
、
高
齢
者
世
帯
や
交
通
量
な
ど
が
比
較
的
多
い
地

域
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
し
、
そ
の
地
域
で
の

重
点
的
な
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
や
防
犯
対
策
を
図

り
、
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
は
じ
め
に
野
口
武
英
・
南
丹
警
察
署
長
が
、

推
進
委
員
と
し
て
同
事
業
の
推
進
に
あ
た
る
区
民
十

人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
あ
と
、「
下
大
久
保
を
発
信

基
地
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
が
全
町
に
広
く

普
及
・
浸
透
し
、
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
に
、
推

進
委
員
を
代
表
し
て
西
田
幹
雄
さ
ん
が
「
区
内
で
は

独
居
老
人
が
増
え
て
い
る
。『
目
く
ば
り
』『
心
く
ば

り
』
に
心
が
け
、
区
民
の
力
で
安
心
安
全
な
地
域
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

下
大
久
保
区
は
昨
年
度
も

同
事
業
の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
二
年
連
続
の
指
定
。
こ

の
日
、
委
員
ら
は
早
速
、
南

丹
警
察
署
員
ら
と
共
に
区
内

の
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
問
し
、

防
犯
や
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

高齢者宅を訪問する推進委員ら（下大久保地内）

小学生たちが熱戦を展開（丹波ひかり小グラウンド）

あいさつをする岩崎理事長（丹波町商工会館）

す
い

こ
う
　
げ

じ
ょ
う

町
の
八
十
五
行
政
区
の
区

長
の
代
表
（
丹
波
地
区
十
人
、

瑞
穂
地
区
八
人
、
和
知
地
区

七
人
の
計
二
十
五
人
）
で
構

成
す
る
京
丹
波
町
区
長
会
の

今
年
度
第
一
回
の
会
合
が
五

月
一
日
、
役
場
議
場
で
行
わ

れ
、
今
年
度
の
役
員
な
ど
が

決
ま
り
ま
し
た
。

■
区
長
会
役
員
（
敬
称
略
）

会
長
／
谷
勝
彦
（
瑞
穂
地
区

区
長
会
長
、
質
美
中
村
）

副
会
長
／
寺
坂
久
二
男
（
丹

波
地
区
区
長
会
長
、
富
田
）

▼
吉
田
昭
（
和
知
地
区
区
長

会
長
、
本
庄
）
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今
回
は
夏
本
番
を
前
に
、
水
道
を
特
集
。

六
月
が
「
環
境
月
間
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
水
と
環
境
」
の
話
も
交
え
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な

か
実
践
で
き
な
い
環
境
へ
の
取
り
組
み
。「
洗

た
く
に
は
風
呂
の
残
り
湯
を
使
う
」
と
か
、

「
車
は
バ
ケ
ツ
洗
い
で
行
う
」
な
ど
小
さ
な

心
が
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
身
近
に
で
き

る
こ
と
を
自
分
な
り
に
見
つ
け
て
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
職
場
で
は
六
月
十
二
日
か
ら
「
ク
ー
ル
・

ビ
ズ
」
を
実
践
中
で
す
。
こ
れ
は
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
や
軽
装
で
勤
務
す
る
こ
と
で
エ
ア
コ
ン

の
温
度
設
定
を
高
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
い
で
い
こ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。
九
月
ま
で
職
員
は
軽

装
で
勤
務
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

（
Ｙ
）

前
号
の
広
報
京
丹
波
（
第
七
号
、
五
月
十
五

日
発
行
）
の
十
ペ
ー
ジ
、「
各
種
団
体
の
設
立
」

京
丹
波
町
婦
人
会
の
副
会
長
／
小
田
喜
子
さ

ん
（
本
庄
）
は
、
庶
務
／
小
田
喜
子
さ
ん
（
本
庄
）

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

編
集
後
記

人口 17,758 (－22）
男 

8,446 （－ 8）
女 

9,312 （－14）
世帯数 6,507 （＋ 5）

わたしたちの町

6月1日現在／（　）は前月比

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

　５月３０日、須知幼稚園で行われた「動物ふれ
あい教室」では、子犬やウサギとふれあう園児
たちのあどけない笑顔が、あふれていました。

「
お
客
様
が
安
全
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

「
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
わ
ち
」
の
管
理
人
を
務
め
て
い
る

大
田
輝
夫
さ
ん
だ
。

ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
わ
ち
は
、
コ
テ
ー
ジ
や
研
修
棟
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
備
え
た
宿
泊
施
設
で
、
都
市
住

民
に
和
知
の
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、

地
元
住
民
と
の
交
流
を
育
み
、
地
域
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
旧
和
知
町
が
下
粟
野
区
に
建
築
。

平
成
八
年
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
以
来
、
和
知
の

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
の
ん
び
り
と
余
暇
を
過

ご
せ
る
場
所
と
し
て
町
内
や
京
阪
神
か
ら
訪
れ
る
家

族
連
れ
な
ど
に
親
し
ま
れ
、
こ
の
ほ
ど
来
場
者
が
四

万
人
を
突
破
。
施
設
も
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

施
設
の
運
営
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
下
粟
野
区

民
で
つ
く
る
「
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
わ
ち
管
理
委
員
会
」

（
榎
本
藤
雄
委
員
長
）
が
行
い
、
同
委
員
の
大
田
さ
ん

が
管
理
人
と
し
て
日
々
の
施
設
管
理
に
あ
た
っ
て
い

る
。「
ど
う
し
た
ら
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
か
、
こ
れ
ま
で
委
員
会
で
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
」
と
大
田
さ
ん
。
家
族
連
れ
が
多
い

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
ア
マ
ゴ
つ
か
み
や

農
作
物
の
収
穫
体
験
な
ど
色
々
と
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
、
委
員
全
員
が
協
力
し
て
よ
り
よ
い
施
設
運
営
に

汗
を
流
し
て
き
た
と
い
う
。

大
田
さ
ん
が
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
「
お

客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。「
お
客
様
に
心

安
く
声
を
か
け
、
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
大
田
さ
ん
。「
色
ん
な

お
客
様
と
出
会
い
、
話
を
す
る
の
が
わ
た
し
の
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
す
」
と
や
さ
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

大
田
さ
ん
の
気
さ
く
で
大
ら
か
な
人
柄
は
、
ウ
ッ
デ

ィ
パ
ル
わ
ち
の
魅
力
で
も
あ
る
。「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
今

年
も
来
た
で
」
と
、
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
が
増
え
て

い
く
の
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と
話
し
て
く
れ
た
。

「
お
客
様
に
、
楽
し
い
休
日
の
ひ
と
と
き
を
気
持

ち
良
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
」
と
、
園
内
の

掃
除
や
こ
ま
め
な
草
刈
り
な
ど
施
設
の
美
化
に
も
余

念
が
な
い
。

も
う
す
ぐ
夏
。
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
の
季
節
が
や
っ
て

く
る
。「
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く
な
り
ま
す
よ
」
と
、

そ
よ
風
が
舞
う
園
内
を
見
渡
し
な
が
ら
大
田
さ
ん
が

話
し
た
そ
の
と
き
、
宿
泊
予
約
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

ふだんからの心がけは
お客様とのコミュニケーション
大田輝夫さん（６８歳）　下粟野
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